
高等教育の充実と地域社会の発展を目指して
～大学コンソーシアムが持つ無限の可能性を模索する～
高等教育の充実と地域社会の発展を目指して
～大学コンソーシアムが持つ無限の可能性を模索する～

開催日時：2022（令和4）年 10月15日（土）・16日（日）
開催場所：東京たま未来メッセ
　　　  　（東京都立多摩産業交流センター） 東京都八王子市明神町3-19-2
共催：全国大学コンソーシアム協議会、大学コンソーシアム八王子
後援：文部科学省、一般社団法人国立大学協会、一般社団法人公立大学協会、一般社団法人日本私立大学連盟、
　　  日本私立大学協会、全国公立短期大学協会、日本私立短期大学協会、全国知事会、朝日新聞社、毎日新聞社、読売新聞社、
　　  日本経済新聞社、一般社団法人共同通信社、東京新聞
　　  八王子市、公益財団法人八王子市学園都市文化ふれあい財団、公益社団法人八王子観光コンベンション協会、
　　  八王子織物工業組合、東京メトロポリタンテレビジョン株式会社、株式会社ジェイコム東京 八王子・日野局
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新宿駅からのアクセス 京王線「八王子」行または「高尾」行の特急（無料）で、京王八王子駅下車（約45分）
　 ※「高尾」行は、北野駅で乗り換え
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全国大学コンソーシアム協議会事務局（大学コンソーシアム京都内）
〒600-8216 京都市下京区西洞院通塩小路下るキャンパスプラザ京都内
＜受付時間＞　火曜～土曜　9：00～17：00
　　　　　TEL: 075-353-9100　FAX: 075-353-9101

E-mail:alljapan-consortium@consortium.or.jp

お問い合わせ先

申込み・プログラムに関するお問い合わせ
大学コンソーシアム八王子事務局
〒192-0083 東京都八王子市旭町9番1号 
八王子スクエアビル11階 学園都市センター内

TEL: 042-646-5740　FAX: 042-646-2663
URL:https://gakuen-hachioji.jp/

会場・施設に関するお問い合わせ
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文科省が「2040年に向けた高等教育のグランドデザイン」に示された高等教育の再構築と
産学官連携による地域社会への貢献は、「学園都市八王子」が約半世紀にわたり取組んで
きたテーマそのものである。大学等の都心回帰、さらにコロナ禍で加速したオンライン化に
伴う新しいキャンパス像が検討される中で、「都市型キャンパス」とは違った「郊外のキャン
パス」の特色と「大学コンソーシアム」の価値を見直し、大学コンソーシアムの実施する事業
が目指すべき方向とその到達手段について広く全国の皆様と考える場としたい。

第19回全国大学コンソーシアム研究交流フォーラムは、東京都が公表している「新型コロナウイルス感染症対策
の基本方針」にしたがって実施いたします。下記HPをご確認ください。 
※東京都防災ホームページ　https://www.bousai.metro.tokyo.lg.jp/index.html

新型コロナウイルス感染症接触確認アプリ COCOA の導入と活用 
来場参加予定の方で、COCOA の導入がまだお済みではない方は、導入と活用をお願いいたします。
AppStoreまたはGooglePlayからインストールしてください。アプリのインストールは無料です。
※アプリ名 「新型コロナウイルス接触確認アプリ」（厚生労働省公式）

以下の症状がある方は参加をお控えください。
●平熱よりも 1 度以上の熱がある方
●味覚・嗅覚障害、息苦しさ（呼吸困難）、強いだるさ、咳、咽頭痛等の体調不良がある方
●新型コロナウイルス感染症の陽性者と濃厚接触がある方
●国が定める入国後の自宅等待機期間を経過していない方
●国が定める入国後の自宅等待機期間を経過していない者と濃厚接触がある方
●その他、体調に不安がある方（高齢者や既住者のある方等、重症化リスクの高い方は、医師の判断や関係機関の情報を確認の
上、慎重な判断をお願いいたします。）

来場される際は以下にご協力ください。
●本フォーラムは混雑を避けるために事前申込制となっております。当日の参加受付は行っておりませんので、予めご了承ください。
●マスクの着用（着用ができない正当な理由がある場合を除く）および咳エチケットにご協力をお願いいたします。
●マスクを着用されていない場合、入場をお断りする場合がございます。
●頻繁に手指の消毒・手洗いをお願いいたします。

フォーラム会場における感染症拡大防止・予防への対応
●会場の入口では、非接触体温計を用いて、すべての来場者に検温を実施いたします。
●会場内の換気を徹底し、外気取入れによる換気を行います。
●会場内各所にアルコール消毒液を設置するとともに、手すりなどの会場内消毒を強化いたします。
●人と人との間隔は十分な距離を確保いたします。
●講演者・関係者・スタッフは自宅での検温やマスクの着用、手指消毒を徹底いたします。
●スタッフからのお声がけは極力最低限にて控えさせていただきます。

テーマ

大会趣旨 提案理由

スケジュール

9:00

総会
（3階第1会議室）

■ 開会セレモニー（1階C・D会場）
・舞事「三番叟」
　 八王子車人形西川古柳座・八王子芸妓衆

■ 開会・挨拶（1階C・D会場）
・ 黒坂光 氏(全国大学コンソーシアム協議会 代表幹事)
・ 伊藤慎一郎 氏(大学コンソーシアム八王子会長)
・ 石森孝志 氏（八王子市長）

■ 情報交換会・挨拶
　（1階B会場）

■ シンポジウム
・テーマ
　「大学コンソーシアム八王子による地域貢献と教育 」
 　～「まるごとキャンパス八王子」の現状と今後～
・登壇者
　　古本泰之 氏（杏林大学外国語学部観光交流文化学科 教授）
　　古瀬智之 氏（株式会社コスモ計器 代表取締役）
　　杉原　明 氏（学校法人工学院大学 総合企画部部長・理事）
　　吉武博通 氏（学校法人東京家政学院 理事長）
　　木内基容子 氏（八王子市副市長）
　　古田和之 氏（文部科学省高等教育局大学振興課長） 
・コーディネーター
　　望月雅光 氏（創価大学 地域・産学連携センター 副センター長）

■ 基調講演（1階C・D会場）
地域の持続可能性と大学の未来
　吉武博通 氏（学校法人東京家政学院  理事長）

■ ステージ
・車人形と学生のコラボレーション

■ まとめ
望月雅光 氏（創価大学 地域・産学連携センター 副センター長）

■ 閉会
川野祐二 氏（全国大学コンソーシアム協議会 代表幹事）

■ 文教行政報告
高等教育政策の動向について
　古田和之 氏（文部科学省高等教育局大学振興課長）

■ 休憩

10:45

11:45

12:30

13:00

13:15

14:15

16:15

15:45

17:45

18:00

19:00

15:30

9:30

10:00

12:00

■ 第１分科会（1階Ｃ会場）
・公益社団法人 学術・文化・
産業ネットワーク多摩

■ 第2分科会（1階D会場）
・高等教育コンソーシアム
みえ

■ 第4分科会（1階B会場）
・公益財団法人
大学コンソーシアム京都

■ 第3分科会（3階第1会議室）
・大学コンソーシアム八王子

10月15日（土） 第1日目

10月16日（日） 第2日目

高等教育の充実と地域社会の発展を目指して
～大学コンソーシアムが持つ無限の可能性を模索する～

受付
（1階ホワイエ）

■ ポスターセッション
　　　　（1階B会場）
・コアタイム①

・ミニプレゼンテーション
・コアタイム②
　　　　（1階B会場）

受付
（1階ホワイエ）

受付
（3階ホワイエ）

フォーラムに参加される皆様へのご理解とご協力のお願い

Google Play
https://play.google.com/store/apps/details?
id=jp.go.mhlw.covid19radar

App Store
https://apps.apple.com/jp/app/id15167644
58

（開場 11：45）

（開場 10：45）

・ 石森孝志 氏（八王子市長）
・ 日詰一幸 氏（ふじのくに
地域・大学コンソーシアム 理事長）
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テーマ：大学コンソーシアム八王子による地域貢献と教育 
　　～「まるごとキャンパス八王子」の現状と今後～

望月雅光 氏　創価大学 地域・産学連携センター 副センター長
1968年 愛媛県今治市生まれ　九州工業大学情報工学研究科博士後期課程修了　博士（情報工学）
1996年 九州工業大学情報科学センター
2002年 創価大学経営学部：現職
・・主な活動・・
2008年 八王子未来学　FD・SD専門委員
2009年 大学コンソーシアム八王子FD・SD専門委員会 副委員長

大学eラーニング協議会 事務局長　学術・文化・産業ネットワーク多摩 常務理事　一般社団法人 日本私立大学連盟
ＦＤ推進ワークショップ運営委員会 委員など

コーディネーター

基調講演を踏まえ、八王子地域における大学のあり方と学園都市づくりについて、産学公それぞれの立場
から意見を述べ、討論を行います。

杉原明 氏　学校法人工学院大学 総合企画部 部長・理事
1989年 　都内学校法人勤務
2003年 学校法人工学院大学勤務
　 教育開発課長、学長企画室長等を歴任
2015年 総合企画部長
2021年5月　理事
・・主な活動等・・
大学行政管理学会副会長 大学マネジメント研究会 理事　
大学コンソーシアム八王子FD・SD専門委員会 委員

登壇者

吉武博通 氏　学校法人東京家政学院 理事長　
　　　　　　　    筑波大学 名誉教授
1977年 新日本製鐵株式会社入社、経営・組織改革等の業務に携わる
2003年 筑波大学社会工学系教授
2006年 理事・副学長
2009年 大学研究センター長
2017年 公立大学法人首都大学東京（現東京都公立大学法人） 理事
2020年 学校法人東京家政学院 理事長、情報・システム研究機構 監事
2005年より『カレッジマネジメント』に「大学を強くする」を連載中

登壇者

古本泰之 氏　杏林大学外国語学部観光交流文化学科 教授
大学・大学院にて観光を研究し、専門領域は観光地開発論
2005年 杏林大学外国語学部に着任
  全学的な地域連携部門の立ち上げに携わる
2012年 杏林大学　地域交流推進室長を兼任
・・八王子市における活動・・
2006年 八王子市産学公連携部会 部会員
　  学生と市長とのふれあいトークで古本ゼミとして市長に提言
2009年 大学コンソーシアム八王子 地域貢献WG 副座長
2013年 大学コンソーシアム八王子 産学公連携部会 部会長：現職

登壇者

古瀬智之 氏　株式会社コスモ計器 代表取締役
1981年 中央大学理工学部卒
1996年 株式会社コスモ計器 代表取締役：現職
・・八王子市における活動・・
2015年 サイバーシルクロード八王子会長：現職
2009年 大学コンソーシアム八王子 市民学生連携部会
　 部会長：現職

登壇者

木内基容子 氏　八王子市 副市長
上智大学文学部卒業
1982年　八王子市入庁
2011年　総合政策部市史編さん室長
2013年　総合政策部長
2013年　総合経営部長
2016年　都市戦略部長
2017年　産業振興部長
2018年　副市長

登壇者 登壇者

開会セレモニー
八王子車人形（西川古柳座）による「三番叟」
本フォーラムが多摩産業交流センターの開館初の行事であることから、八王子芸妓衆と国の重要無形民俗
文化財である八王子車人形（西川古柳座）による「三番叟」を披露します。

開会・挨拶
黒坂光 氏 全国大学コンソーシアム協議会 代表幹事
伊藤慎一郎 氏 大学コンソーシアム八王子会長
石森孝志 氏 八王子市長

基調講演
地域の持続可能性と大学の未来 
　　　吉武博通 氏 学校法人東京家政学院 理事長
我が国の将来にとって、持続可能な地域づくりが如何に重要な課題か、そのためには何が必要かについて
述べた後、「地域に根ざしつつ、国際的視野で教育研究を発展させる」ことこそ大学の本質であることを
確認し、そのためにこれからの大学は何を為すべきか、どうあるべきかについて、参加者の皆さんと共に
考えてみたいと思います。

ステージ
車人形と学生のコラボレーション
（公財）八王子市学園都市文化ふれあい財団が実施する「学生の”KOTEN”芸能 八王子車人形体験講座」
より、学生が自由に制作した短い曲に合わせた車人形のコラボレーション演目を披露します。

文教行政報告
高等教育政策の動向について
　　　古田和之 氏 文部科学省高等教育局大学振興課長
昨今の国における高等教育政策の動向について、ご報告します。

シンポジウム

ポスターセッション
ポスターセッションでは、全国のコンソーシアム組織の先進的な事例や活動状況を紹介します。また企業の出展
も予定しています。実践的な取組みや色々な情報を収集いただく場として、ご活用ください。
□ コアタイム①（10:45-11:45）
□ コアタイム②（14:15-15:30）
ミニプレゼンテーション（14:15-14:45予定）
    各団体が1分程度、ポスターセッション会場内で紹介を行います。

まとめ
望月雅光 氏 創価大学 地域・産学連携センター 副センター長

情報交換会
全国から参加いただいたコンソーシアム関係者と情報交換ができます。ぜひご参加ください。
食事の提供等はございません。

挨拶：石森孝志 氏 八王子市長　　　日詰一幸 氏 ふじのくに地域・大学コンソーシアム 理事長

閉会
川野祐二 氏 全国大学コンソーシアム協議会 代表幹事

2022（令和4）年 10月15日（土） 第1日目

（12:30-13:00）

（13:00-13:15）

（13:15-14:15）

（15:30-15:45）

（15:45-16:15）

（16:15-17:45）

（10:45-15:30）

（17:45-17:50）

（18:00-19:00）

古田和之 氏　文部科学省高等教育局大学振興課長
1991年9月 高等教育局大学課
2008年4月 高等教育局大学振興課課長補佐
2010年7月 東京医科歯科大学総務部次長
2012年4月 高等教育局私学部参事官付参事官補佐
2016年1月 東京農工大学財務部長
2018年4月 高等教育局私学部参事官付学校法人経営指導室
　　　　　　 企画官(命)室長
2020年4月 (独)大学入試センター事業部長
2022年4月 高等教育局大学振興課長
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申込のご案内2022（令和4）年 10月16日（日） 

第1分科会

申込方法分科会

＜公益社団法人 学術・文化・産業ネットワーク多摩＞
地域活性化人材育成の試みと課題
「地方創生」が官民挙げて取り組まれています。しかしそ
の成果は一般的に言って乏しいままです。なぜでしょう。
地域の魅力作りの最重要な戦略の１つとして「人材育成」
が挙げられることも取りざたされているが実現されている
かどうか十分に吟味する必要があります。経団連の分科会
で検討された次項も含めて、ネットワーク多摩で先駆的に
行っている産学官連携の強味を活かしたヒト・モノ・カネ
とITを駆使した事業プランの可能性と課題から考えます。

報告者：
臼井努 氏　
（京西テクノス株式会社 代表取締役社長）
多摩における産学連携
小町邦彦 氏
（立川市前教育長）
立川市民科で地域を元気に！
増田正人 氏
（法政大学社会学部 教授）
実践知と大学教育ー地域まるごとキャンパスー

コーディネーター：
細野助博 氏　
（公益社団法人 学術・文化・産業ネットワーク多摩 専務理事
 中央大学名誉教授）

第2分科会

＜高等教育コンソーシアムみえ＞
高等教育機関でのダイバーシティ推進
令和元年度から3年間にわたり、三重県からの事業委託を契
機としてダイバーシティに関する授業や公開講座の企画等を
行い、ダイバーシティ推進の考えを県内に広める取組をしま
した。多様な校種・学部を包含するコンソーシアムの教員か
ら、様々なテーマを取り上げ授業が実施されました。事業の
振り返りとともに、大学コンソーシアムにおける大学間連携
の在り方や事業成果の発展の方法について考えていきます。

報告者：
田中貢 氏 コーディネーター兼任
（高等教育コンソーシアムみえ 地域活性化推進コーディネーター）
高等教育コンソーシアムみえのダイバーシティ推進活動報告
小林慶太郎 氏
（四日市大学 副学長・総合政策学部教授）
大学におけるLGBT等のダイバーシティに関する取組みと教育
田村禎章 氏
（学校法人大橋学園 ユマニテク短期大学 学長補佐・准教授）
幼児教育現場におけるダイバーシティ

第3分科会

＜大学コンソーシアム八王子＞
産学公連携による八王子の魅力の発信
～大学コンソーシアム八王子の事業成果から～
学生から見た「八王子の魅力」について、長年実施している
学生を主役とした複数の産学公連携行事（学生発表会、学
生企画事業補助金、CMコンテスト）と八王子市学園都市文
化課における取組みについて運営データ等に基づき紹介し
ます。これらの事例を通じて、学生を主とした産学公連携の
あり方と学生の大学所在地域に対する意識について考え、
議論します。

報告者：
川島秀明 氏
（創価女子短期大学 国際ビジネス学科 准教授）
学生発表会にみられる産学連携と八王子の魅力
粟野由美 氏
（東京造形大学 造形学部 デザイン学科
 メディアデザイン専攻領域 教授）
八王子学生CMコンテストにみられる八王子の魅力
落合恵理佳 氏
（八王子市 市民活動推進部 学園都市文化課）
八王子市学園都市文化課の役割

コーディネーター：
岩田充 氏
（大学コンソーシアム八王子 事務局長）

第4分科会

＜公益財団法人 大学コンソーシアム京都＞
地域連携活動を通じたまちづくり
～「大学のまち・学生のまち」京都の活性化に向けて～
京都では、大学・学生による様々な地域との連携事業を
通じて、学生がキャンパス内では得られない学びと成長
を得るとともに、地域が抱える課題の解決により、京都
全体の活性化を図っています。
本分科会では、大学や学生、行政、大学コンソーシアム、
様々な立場からの取組や考え方、実践事例などを紹介し、
その役割や展望を考える機会としたいと思います。

報告者：
小泉進 氏 コーディネーター兼任
（大学コンソーシアム京都 副事務局長）
大学コンソーシアムによる「大学間連携」を通じた地域連携
大田雅之 氏
（京都橘大学 経営学部経営学科 助教）
「たのしい！」が続く、大学生のまちづくり
中小路正憲 氏
（京都市総合企画局総合政策室大学政策課長）
自治体から見た地域連携活動
赤澤清孝  氏  
（大谷大学 社会学部 ｺﾐｭﾆﾃｨﾃ゙ｻ゙ｲﾝ学科 准教授）
地域連携活動を通じた学生の学び

1.申込URLから「メールアドレス確認フォーム」にアクセス
し、メールアドレスを登録する。
2.登録したメールアドレスに「参加申込フォーム」のURL
が届く。
3.メールに記載されているURLにアクセスし、申込み手続
きをする。
4.申込完了後、「申込み完了メール」が届く。
※申込み完了メールが届かない場合は、協議会事務局までお問い合わ
せください。
※申込み完了後の変更は、一切受け付けられません。
※基調講演者、シンポジスト、コーディネーター、分科会報告者の方
は申込み不要です。

1.申込み手続き完了後、郵送で払込票が届く。
2.最寄りのコンビニエンスストアで参加費を支払う。
※取り扱い可能店は払込票の裏面に記載されています。なお、銀行・
ゆうちょ銀行などの金融機関ではお支払いができませんのでご注
意ください。

参加費支払締切
2022年  1  0  月  1  1  日（火）24：00まで

※申込み手続き・参加費支払いが完了していない方は参加できません
のでご注意くだ  さい。
※お支払いいただく参加費につきましては、印刷費、WEBシステム運
営費、通信費など、諸準備に使用いたしますので、いかなる理由が
あっても返金等には応じられません。ご了承ください。報告集の代
金をお支払いいただいている場合は、欠席された方にも後日送付い
たします。

https://event.consortium.or.jp/entry/zenkoku19/
もしくは「全国大学コンソーシアム研究交流フォーラム」で検索

全国大学コンソーシアム協議会事務局
　　　　　　（大学コンソーシアム京都内）
＜受付時間＞　火曜～土曜　9：00～17：00
　　　　　TEL: 075-353-9100

E-mail:alljapan-consortium@consortium.or.jp

▶全国大学コンソーシアム協議会加盟組織について
全国大学コンソーシアム協議会加盟組織に属している場合、申込みの
際に所属組織をご入力ください。ご所属の機関が全国大学コンソーシ
アム協議会の加盟組織かどうかについては、以下のページをご参照く
ださい。
https://www.consortium.or.jp/project/zenkoku-conso/office
もしくは「全国大学コンソーシアム協議会加盟一覧」で検索

申込期間

参加費

申込みURL(アドレス）

お問い合わせ先

参加費の支払

参加費の支払いが完了したら、参加証がメールで届く。
※10月13日（木）になっても参加証（メール）が届かない場合は、
協議会 事務局までお問い合わせください。

参加証（メールまたはプリントアウト）を持参し、受付にて
提示する。
※代理の方が参加される場合は、参加証（メール）を持参して、当日の
受付にてお申し出ください。

申込み（先着順）

一般

学生

一般

学生

4,000円

0円

4,000円

0円

0円

0円

0円

0円

    ー     

ー     

1,000円

1,000円

4,000円

0円

5,000円

1,000円

参加
（情報交換会を

含む）

参加
＋

報告集
（情報交換会を

含む）

申込区分 参加費 情報交換
会費 報告集 合　計

2022年7月20日（水）10：00 　　  
    ～9月30日（金

第2日目

（10:00-12:00）

）※延長しました

参加証の発行

当日
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